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穐
輝

支
部
だ
よ
り
　
　
　
　
　
　

‐

平
成
十
六
年
北
海
道
朝
陽
会

北
海
道

の
夏
は
天
国
だ
。
特
に
昨
年
は
、
猛

暑
に
襲
わ
れ
た
東
京

の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
な

が
る
、
北
海
道
に
―――
ん
で
い
る
中
せ
そ
噛
み
締

め
て
い
た
．
そ
ん
な
北
海
臓
あ

Ｉ
一
の

、
夕
を
、

府
立
六
中

・
新
宿
高
校
の
同
窓
生
た

い
Ａソ
理
由

だ
け
で
集

い
、
共
に
渦
一ご
す

‐
１‥
う
に
な

「．
て
昨

年
で
二
十

一
年
一
現
イー…
、
北
海
請
一朝
陽
会

の
名

簿
に
は
、
―――――
制
組
十
四
名

を
人
れ
て
総
計
画
ト

三
名

の
名
前
が
記
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。
場

所
柄
、
転
勤
族
が
多
数
を
占
め
て
い
た

（か
く

言
う
小
生
も
そ
の

一
員
だ

っ
た
）
が
、
近
年
は

北
海
道
定
住
組
が
着
実
に
増
え
て
き
て
い
る
の

か
つ
て
は
、
そ
の
大
部
分
が
北
海
道

の
大
学
に

進
学

し
北
海
道

で
就
職
と

い
う

パ
タ
ー
ン
で

あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
最
近
で
は
、
国
内
や
海
外

の
各
地
で
勤
務
し
た
後
宙
良
野

・
美
瑛
に
続
く

美
し
い
ｉ
陸
地
情
に
洒
落
た
ロ
グ

ハ
ウ
ス
を
建

て
て
移
住

さ
れ
た

８
梅
谷
俊

一
郎
氏

の
よ
う

な
、
新
し

い
開
拓
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
ん
な
方

々
を
含
め
て
、
昨
年
も
例
年
ど
お

り
、
七
月
の
第

一
‐―――１１
曜
――
で
あ
る
●
―――
、
札
幌

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
新
館
の
最
上
階
か
い
夕
暮
れ

連
る
札
幌
の
街
を
展
望
し
な
が
ら
、
新
宿
の
思

い
出
や
変
貌
ぶ
り
に
話
の
花
を
咲
か
せ
た
。
当

日
は
二
十
四
名
が
参
加
し
た
が
、
中
１４
伊
藤
尚

蔵
、
中
２‐
遠
藤
象
三
の
両
先
輩
か
ら
、
昨
年
大

学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
５４
戸
田
慎
平
君
に
至

る
ま
で
、
ま
さ
に
世
代

を
超
え
た
集
ま
り
と

な

っ
た
。
母
校
か
ら
速
く
離
れ
た
北
海
道
で
も

同
窓
生
に
行

き
会
う
こ
と

が
あ
る
が
、

戸
田
君
も
た

ま
た
ま
北
大

の
２０
古
野
教

授

の
ク
ラ
ス

に
入

っ
た
こ

と
か
Ｌ
、
北

海
道
朝
陽
会

デ
ビ

ユ
ー
ル
」

な

っ
た
わ
け

だ
。北
海
道
は
、

昨
年

の
駒
大

苫
小
牧

の
甲

子
田
制
＝
や

北
海
．遭
暉
本

ハ
ム
の
活
躍
な
ど
の
半
面
、
そ
の

経
済
に
は

一
向
に
回
復
の
兆
候
が
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
暮
ら
し
て
み
る
と
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
人
の
数
が
東
京
な
ど
よ
り

余
程
多

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
世
上
、
二
〇

〇
七
年
問
題
な
ど
と
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

え
る
こ
と
に
不
安
を
抱
く
向
き
も
あ
る
が
、
地

方
で
暮
ら
せ
ば
所
得
は
低
く
て
も
楽
し
い
生
活

が
出
来
る
、
と

い
う
の
が
私
達
の
実
感
だ
ｃ
将

来
に
不
安
を
抱
く
諸
兄
諸
姉
に
は
足
非
、
今
年

七
月
二
日
（Ｉ
）
の
北
海
道
朝
陽
会
に
参
加
し
て
、

事
実
を
そ
の
日
で
確
か
め
て
欲
し
い
ｃ
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